慢性膵炎におけるSweat testの意義について by 塙 誠
慢性膵炎におけるSweat testの意義について
著者 塙 誠
号 999
発行年 1977
URL http://hdl.handle.net/10097/19279
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
はなわまこと
 塙誠(茨城県)
医学博士
 医第999号
 昭和52年2月23日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和45年5月
札幌医科大学医学部卒業
 慢性膵炎におけるSweattestの意義について
 (主査)
論文審査委員教授後藤由夫 教授荒
教授佐
川
藤
雅男
寿雄
 一243一
論文内容要旨
 慢性膵炎の発生病理については,現在なお不明な点が多いが,近年では,アルコールなどの後
 天的な因子の侵襲に際して,膵障害が惹起されやすい素因がすでに存在することが推測されてい
 る。このような素因を究明する自的で,対照例95例,慢性膵炎43例,胆石症12例,消化性
 潰瘍i5例,肝疾患16例および糖尿病23例,計2e4例について,汗Ol濃度をpilocarpi-
 neiontophoresisを用いたsweattes“こよって検討した結果,次のような結論が得られた。
 1)対照例では、小児期から成人期へと移行するにしたがって,汗Ol濃度は次第に上昇する
 傾向がみられ,20才以上の成人における汗Ci濃度の平均値は30.OmEq/しであり,その上限
 値は約60mEq/しである。
 2)膵石形成を合併する慢性膵炎における汗Ol濃度の平均値は60.OmEq/』であり,この
 値は同年全層の対照例の平均値に比べて著しく高い(P<o.001)。
 3)対照例と各種疾患との閲で汗01濃度の平均値を比較すると,胆石症,消化性潰瘍,肝疾
 患には有意の差はない。一次性糖尿病における汗Cl濃度の平均値は対照例に比べて,有意に高
 いが(P<G.Oi),慢性膵炎に比べると有意に低い(P<G、01)。
 4)慢性膵炎,とくに輝石形成例のなかには,膵嚢胞性線維症に類似の汗腺の分泌異常を有
 する症例が存在するが,このような汗腺の分泌異常が膵炎の発生あるいは膵石の形成に関与する
 先天的な素因であるかどうかの結論は,今後の検討をまたねばならない。
 一244一
 審査結果の要旨
 慢性膵炎の成因および発生病理に関しては,現在,なお不明な点が多い。近年は,後天的因子
 の侵襲に際して,膵障害が起こりやすい素因が存在するのではないかとの推測もなされている。
 著者は膵炎になりやすい素因を見出す一つの方法として,先天性疾患である膵嚢胞性線維症と
 慢性膵炎の組織像が類似している点に注濁し,汗の電解質について検討した。この鶏的のために
 慢一挫膵炎43例,胆石症12例,消化性潰瘍i5例,肝疾患16魍,糖尿病23例および対照幽
 95例,計204例を対象として選んだ。Pii(〕carphユelont〔)pllo重・esis法を用いて発汗
 させ,汗0濃度をSchales-Sc員ales法によって測定し,次のような成績を得ている。
 健常対照例では,小児期から成人期へと移行するにしたがって,汗Cl濃度は次第に■f二野し,
 20才以上の成人の汗C1濃度は平均30.o彿Eq/1、であり,その上限値は約60規i3q/3、であ
 る。輝石形成を合併する慢性膵炎における汗el濃度の平均値は60.0瓶王知/しであり,この値は
 岡年令層の対照例の平均麺に比べて著しく高い(倉<o.oo1)。対照例と胆石症,消化性潰瘍,
 肝疾患々者の汗Cl濃度の平均値を比較すると有意の差はない。一次盤糖尿病における汗(〕1濃
 度の平均値は対照例に競べて有意に高いが(Pく0.0吼),慢性膵炎に比べると有意に低い
 (P<0.Oi)。慢性膵炎,とくに輝石形成例のなかには,膵嚢胞姓線維症に奏賀似σ)汗腺の分泌
 異常を有する痙例が存在する。
 これらの成績より著蓄は汗腺の分泌異常は膵炎の発生あるいは膵石の形成と密接な関連を有す
 る先天的な素因にもとづくr4能性を推測し,この方法は更に改良を加えれば膵疾患の診断法とし
 て応用し得ると結論している。
 本論文は慢性膵炎の成因について重要な知見をもたらし,また今後,発汗、試験が膵疾患の診断
 に応用し得ることを示唆するものであり,学位授与に価するものである。
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